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趣意書 

 

この度、第 13 回全国介護・終末期リハ・ケア研究会研究大会の大会長を仰せつかりました金城大

学の鈴木孝治です。研究大会を開催するにあたりご挨拶申し上げます。 

「介護期・終末期のリハビリテーション」の概念を提唱された茨城県立医療大学名誉教授でNPO法人 日

本健康加齢推進機構理事長の大田仁史先生は、介護期・終末期のリハビリテーションおよびケアは「維

持」もしくは「右肩下がり」へのアプローチであり、「右肩上がり」を目標としている急性期・回復期の

リハビリテーションおよびケアとは対極に位置していると説明されています。また地域包括ケアシステ

ムにおいても、「自分らしい暮らしを人生の最期まで続ける」と定義されております。 

全国介護・終末期リハ・ケア研究会は、平成 25年 9 月に設立記念の研究大会を開催いたしました。 

Webサイト（http://n-cerc.org/）を立ち上げ、当研究会の取り組みについて情報発信する体制を整え

てきましたが、リハビリテーションの分野では、この概念がなかなか浸透していないことが課題とな

っていました。 

 

そこで、研究会発足後10年が経過した時点で、「終末期リハビリテーション実践の幕開け」と位置

付け、これからの10年を見据えた共通テーマ「最期まで携わるケアとリハビリテーション ～終末期高

齢者の尊厳を守るための実践と課題～」を設定しました。そこには、「尊厳を守るとは」、「認知症

者の尊厳をいかに確認し守れるか」、「身体面への対応」、「尊厳を守るケアとリハビリテーション

の在り方」を年次テーマに、毎年議論を重ねることといたしました。 

 

第13回研究大会は、令和6年に施行された「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」により、

新しい認知症観が浸透しつつあるタイミングと考えられ、「認知症者の尊厳〜いかに尊厳を確認し守

れるか」をテーマに開催いたします。 

 

当日の講師には、NPO法人 日本健康加齢推進機構理事長の大田仁史先生をお迎えし、「介護・終末期

リハ・ケアと認知症」についてご講演いただきます。また、神経内科医の観点から「認知症の特徴と

対応」について、横浜総合病院臨床研究センター長の長田 乾先生にご講演をお願いしております。

長田 乾先生は長年、秋田県立脳血管研究センター（現秋田県立循環器・脳脊髄センター）で認知症

や高次脳機能障害の臨床と研究に従事され、10年ほど前からは横浜に拠点を移し認知症者とそのご家

族、地域社会に多大な貢献をなさっております。 

午後には、「認知症患者の尊厳をいかに守るか」をテーマにシンポジウムを企画しております。シ

ンポジストは地元石川県から2名をお招きしており、石川県ホームへルーパー協議会会長の介護福祉

士鍋谷晴子先生とサンライフたきの里 入居事業部副主任の看護師河端和恵先生に実践報告をお願い

しており、ご発表後、参加者と意見交換を予定しております。 

最後のセッションは、精神科医の立場から東京慈恵会医科大学名誉教授で栄樹庵診療所院長の繁田雅

弘先生に、「認知症と尊厳〜意思決定支援を中心に」と題してご講演をお願いしております。繁田先

生は、日本老年精神医学会や日本認知症ケア学会などで重積を担われており、特に認知症の方やご家

族との対話から認知症を理解し対応を図るという、まさに認知症治療の時代に即したアプローチを継

続されております。 

 

認知症の介護期・終末期のリハビリテーションおよびケアに関わるすべての方々、これからこの分野に

関わろうとされている方々のご参加をお待ちしております。当研究会としては初めて幹事を務める地、

石川県から発信する日に皆様にお会いできること楽しみにしております。 

 

金城大学医療健康部作業療法学科 教授 

作業療法士 鈴木 孝治 

http://n-cerc.org/

